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記
念
行
事
盛
大
に
開
催

混
成
団
長
感
謝
状

駐
屯
地
司
令
感
謝
状

感
謝
状
受
賞
者

写真

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地

（
団
長
兼
ね
て
駐
屯
地
司
令

芝

伸
彦

一
陸
佐
）
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十

七
日
（
土
）
、
国
会
議
員
、
自
治
体
の
首

長
・
議
員
、
関
係
機
関
等
多
数
の
来
賓
の

ご
臨
席
の
も
と
、
混
成
団
創
立
十
二
周
年
、

駐
屯
地
創
設
六
十
周
年
記
念
行
事
を
盛
大

に
開
催
し
た
。
観
閲
式
は
、
中
部
方
面
混

成
団
副
団
長
（
堀
次
郎
一
陸
佐
）
を
観
閲

部
隊
指
揮
官
と
し
て
団
隷
下
部
隊
が
参
列
、

式
典
に
お
い
て
芝
司
令
は
「
自
衛
隊
は
組

織
と
し
て
そ
の
力
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
自
分
一
人
が
良
け
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
仲
間
の
た
め
、
更
に

強
く
な
る
こ
と
を
目
指
せ
。
」
と
隊
員
に

思
い
を
伝
え
た
。
観
閲
行
進
で
は
、
第
一

〇
九
教
育
大
隊
に
入
隊
し
た
新
隊
員
四
七

六
名
を
先
頭
に
第
一
一
〇
教
育
大
隊
、
第

四
陸
曹
教
育
隊
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
、

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
に
加
え
、
各
地
か

ら
の
支
援
部
隊
の
車
両
が
来
場
者
の
前
を

行
進
し
、
大
き
な
喝
采
を
浴
び
た
。
式
典

後
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演

奏
を
皮
切
り
に
、
大
津
駐
屯
地
名
物
で
も

あ
る
新
隊
員
に
よ
る
自
衛
隊
体
操
、
第
四

十
九
普
通
科
連
隊
基
幹
に
よ
る
迫
力
あ
る

模
擬
戦
闘
訓
練
展
示
が
行
わ
れ
来
場
者
を

魅
了
し
た
。
体
験
乗
船
で
は
、
今
回
初
め

て
第
三
〇
四
水
際
障
害
中
隊
（
和
歌
山
駐

屯
地
）
九
四
式
水
際
障
害
敷
設
装
置
の
支

援
を
受
け
多
数
の
来
場
者
が
琵
琶
湖
上
の

遊
覧
を
楽
し
ん
だ
。
他
、
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
で
来
場
者
を
も
て
な
し
、
盛
会
裏
の
う

ち
に
記
念
行
事
を
終
了
し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
（団
体
）

会

長

田
中

清
司

様

混
成
団
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常
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事

戸
崎
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事
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司
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会
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岡
崎
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事
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西
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第
一
一
〇
教
友
会

会
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大
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大
津
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会
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山
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英
利
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大
津
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衛
隊
協
力
会

会
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寺
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萬
寿
夫
様

同
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博

様

業
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Ｏ
Ｂ
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緒
方

正
治
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同

道
端

輝
政
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来 場 者 数
４,１７０人
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か け は し（２）第３９号

混
成
団
は
、
令
和
元
年
五
月
十
六
日
（
木
）
、
十
七
日
（
金
）
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
中
隊
長
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。
例
年
は
座
学
を
主

体
に
教
育
や
討
議
が
行
わ
れ
る
が
、
今
回
の
集
合
訓
練
に
は
特
別
な
課

目
と
し
て
８
．
５
㎞
の
持
続
走
と
生
地
を
使
用
し
た
山
地
機
動
訓
練
が

追
加
さ
れ
た
。
８
．
５
㎞
走
は
団
本
部
の
持
続
記
録
会
に
参
加
す
る
形

で
行
わ
れ
、
各
中
隊
長
は
団
長
に
は
『
負
け
て
は
な
ら
ぬ
』
と
ば
か
り

に
照
り
つ
け
る
日
差
し
を
も
の
と
も
せ
ず
力
を
振
り
絞
っ
て
完
走
し
た
。

夜
に
は
隊
員
ク
ラ
ブ
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
気
力
の
充
実
と
速
や
か
な
る

戦
力
回
復
が
成
さ
れ
た
。
翌
十
七
日
、
深
夜
二
時
に
起
床
し
た
中
隊
長

は
、
訓
練
想
定
と
第
一
状
況
を
受
領
し
比
良
山
系
の
生
地
を
使
用
し
た

山
地
機
動
訓
練
に
出
発
し
た
。
全
て
の
訓
練
を
終
え
た
中
隊
長
に
対
し

混
成
団
長
か
ら
指
揮
官
の
心
構
え
が
訓
話
さ
れ
た
。

令
和
元
年
五
月
十
一
日
（
土
）
、
中
部
方

面
総
監
は
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
第
三
一
四

共
通
教
育
中
隊
（
中
隊
長

古
田
一
尉
）
の

長
池
射
場
に
お
け
る
新
隊
員
の
第
一
回
教
習

射
撃
訓
練
を
視
察
さ
れ
真
剣
に
挑
む
新
隊
員

個
々
に
対
し
暖
か
み
の
あ
る
激
励
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
。
当
日
は
、
五
月
に
も
か
か
わ

ら
ず
三
十
度
近
く
あ
る
暑
さ
の
中
、
新
隊
員

は
教
官
、
助
教
の
指
導
の
も
と
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
一
つ
一
つ
の
動
作
を
確
認
し
つ
つ

射
撃
準
備
を
実
施
し
人
生
初
と
な
る
実
弾
射

撃
に
臨
ん
だ
。
緊
張
感
漂
う
中
、
射
撃
を
開

始
し
た
新
隊
員
達
は
引
き
金
を
引
き
、
射
弾

を
導
く
動
作
を
確
実
に
実
施
し
な
が
ら
一
発

一
発
の
重
み
を
か
み
締
め
た
。
新
隊
員
達
は

今
後
更
に
射
撃
予
習
及
び
教
習
射
撃
を
積
み

重
ね
、
６
月
の
射
撃
検
定
合
格
に
向
け
練
度

向
上
に
努
め
る
。

一
発
必
中

中
部
方
面
総
監
視
察
受
察

新
隊
員
（
自
衛
官
候
補
生
）

第
一
回
教
習
射
撃

８．５㎞走 団長訓話

山地機動訓練 山地機動訓練



か け は し（５）

第
四
陸
曹
教
育
隊

平
成
三
十
一
年
度

各
種
課
程
教
育
始
動

隊
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
、
第
六
十

二
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程
（
五
十
一
名
）
を

皮
切
り
に
、
第
百
三
十
四
期
初
級
陸
曹
特
技
課

程
（
百
四
十
名
）
、
第
百
三
十
五
期
一
次
陸
曹

候
補
生
課
程
（
四
十
四
名
）
、
第
一
期
陸
曹
中

級
課
程
（
百
二
十
六
名
）
、
第
六
十
九
期
陸
曹

基
礎
英
語
課
程
（
五
名
）
等
、
各
種
課
程
教
育

を
開
始
し
た
。

総合訓練
（陸曹候補生課程）

駐屯地年末行事

比叡山史跡研修
（生徒陸曹候補生課程）

講師教育
（陸曹基礎英語課程）

部外奉仕活動

第１期陸曹中級課程開始

第
四
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長

北
村
一
佐
）

は
、

平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
か
ら
「
第
一

期
陸
曹
中
級
課
程
教
育
」
を
開
始
し
た
。
本

課
程
教
育
は
、
昨
年
度
ま
で
集
合
教
育
と
し

て
実
施
し
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

課
程
教
育
と
な
っ
た
。
五
月
十
二
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
、
比
良
山

系
に
位
置
す
る
阿
弥
陀
山
周
辺
及
び
長
池
演

習
場
に
お
い
て
総
合
訓
練
を
実
施
し
た
。
本

訓
練
は
、
小
銃
小
隊
長
と
し
て
の
実
員
指
揮

能
力
の
向
上
及
び
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、
達
成
感
を
付
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
前
段
訓
練
で
は
、
約
三
十
㎞

の
行
進
に
引
き
続
き
約
五
㎞
に
わ
た
る
接
敵

行
進
、
陣
地
偵
察
に
基
づ
く
攻
撃
戦
闘
を
実

施
し
た
。
後
段
訓
練
で
は
、
阿
弥
陀
山
周
辺

に
お
け
る
潜
入
、
長
池
演
習
場
で
の
重
要
目

標
に
対
す
る
攻
撃
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
間
、

入
校
学
生
百
二
十
六
名
全
員
が
一
丸
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
訓
練
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

所
望
の
成
果
を
収
め
た
。

第１３５期１次陸曹候補生課程入校式

第１３４期初級陸曹特技課程入校式

第６２期生徒陸曹候補生課程入校式

第６９期陸曹基礎英語課程入校式

駐屯地観桜会

接敵行進



か け は し（６）第３９号

第
十
三
期
一
般
陸
曹
候
補
生

平
成
三
十
一
年
度
自
衛
官
候
補
生

新
隊
員
教
育
開
始

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

藤
田
二

佐
）
は
、
第
十
三
期
一
般
陸
曹
候
補
生
三
四

六
名
、
平
成
三
十
一
年
度
自
衛
官
候
補
生

（
女
子
）
二
八
○
名
を
受
け
入
れ
、
大
津
駐

屯
地
及
び
豊
川
駐
屯
地
で
そ
れ
ぞ
れ
入
隊
式

を
実
施
し
た
。
新
隊
員
達
は
、
希
望
と
不
安

を
胸
に
自
衛
官
と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
出

し
た
。
本
教
育
は
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

約
三
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
、
自
衛
官
と
し
て
の

基
礎
的
な
知
識
と
体
力
を
身
に
付
け
る
と
と

も
に
同
期
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
各
種
課
目

の
検
定
合
格
を
目
指
し
練
度
向
上
に
努
め
る
。

服務の宣誓決意の言葉(祝賀会食)

入隊式

体力検定(3000m走)

武器訓練 武器授与式

体力検定(腕立て伏せ)

第
一
〇
九
教
育
大
隊



桜
が
舞
う
中
、
各
出
頭
駐
屯
地
に
て

訓
練
開
始
式
を
実
施

部
隊
家
族
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援

か け は し（３）第３９号

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

佐
藤
一
佐
）
は
、
平
成
三
十
一
年
四

月
六
日
か
ら
七
日
の
間
、
即
応
予
備

自
衛
官
の
各
出
頭
駐
屯
地
（
海
田

市
・
山
口
・
松
山
・
善
通
寺
・
日
本

原
・
姫
路
・
米
子
）
に
て
「
平
成
三

十
一
年
度
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓

練
開
始
式
」
を
実
施
し
た
。
本
行
事

は
、
隊
員
の
訓
練
意
欲
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
連
隊
の
隊
員
と
し
て

の
帰
属
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
で

実
施
さ
れ
、
各
地
で
合
計
約
二
五
〇

名
（
即
応
予
備
自
衛
官
一
九
四
名
）

の
隊
員
が
威
勢
よ
く
連
隊
歌
を
熱
唱

し
、
力
強
く
今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
式
辞
に
お
い
て
連
隊
長
か

ら
「
即
応
予
備
自
衛
官
の
諸
官
は
、

訓
練
時
間
の
制
約
も
あ
り
、
練
度
の

向
上
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
に
歯
が

ゆ
い
思
い
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活

用
し
、
受
身
の
姿
勢
で
は
な
く
一
人

一
人
が
主
体
的
に
考
え
積
極
的
に
訓

練
に
励
み
、
部
隊
行
動
へ
の
習
熟
、

技
量
の
向
上
を
図
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
訓
示
し
、
そ
の
言
葉
は
、
隊

員
の
心
に
深
く
響
い
た
。

連
隊
は
本
年
度
、
練
成
課
目
「
陣

地
攻
撃
」
の
二
年
目
で
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
練
成
成
果
を
更
に
深
化
さ

せ
、
昨
年
に
続
き
交
戦
用
訓
練
装
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
よ
り
実
戦
的
な

訓
練
を
追
求
し
練
度
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。
な
お
、
本
行
事
に
て
「
平

成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
に
お
い
て
災

害
派
遣
活
動
に
従
事
し
た
即
応
予
備

自
衛
官
十
二
名
に
対
し
て
賞
詞
が
授

与
さ
れ
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
日
に
行
わ
れ
た
海
田
市
駐
屯
地
桜
ま
つ
り
行
事

に
あ
わ
せ
て
「
部
隊
家
族
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援

（
体
験
喫
食
を
含
む
逆
参
観
日
）
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
行
事
は
日
頃
の
父
親
（
夫
）
が
職
場
で
ど
ん
な

事
を
し
て
い
る
の
か
を
隊
員
家
族
に
見
学
・
体
験
し

て
も
ら
い
、
活
動
等
に
対
す
る
理
解
並
び
に
家
族
間

相
互
の
交
流
活
動
を
促
進
し
、
隊
員
家
族
の
部
隊
に

対
す
る
信
頼
感
の
醸
成
及
び
家
族
間
相
互
の
協
力
関

係
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
今
回
は
、
二
十

四
家
族

総
勢
七
十
五
名
（
う
ち
子
供
三
十
五
名
）

と
多
数
の
参
加
を
得
ら
れ
、
行
事
は
大
盛
況
と
な
っ

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
は
当
初
、
連
隊
長
の
説

明
の
後
、
食
堂
に
お
い
て
体
験
喫
食
を
行
い
、
そ
の

後
、
逆
参
観
日
と
し
て
四
個
組
に
分
か
れ
、
訓
練
展

示
（
格
闘
、
一
二
〇
ミ
リ
迫
撃
砲
操
作
、
衛
生
救

護
）
、
装
備
品
展
示
、
体
験
試
乗
を
実
施
し
た
。
逆

参
観
日
に
お
い
て
特
に
隊
員
家
族
の
興
味
を
引
い
た

の
は
装
備
品
体
験
で
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を
試
着
し
た

子
供
た
ち
か
ら
は
「
思
っ
た
よ
り
も
重
く
な
い
！
」

と
頼
も
し
い
声
が
聞
か
れ
た
。
連
隊
は
、
引
き
続
き

積
極
的
に
部
隊
と
家
族
の
間
に
交
流
の
場
を
設
け
、

信
頼
感
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

衛生救護

体験喫食

参加者らによる記念撮影

第
四
十
七
普
通
科
連
隊



か け は し

第1期ＣＳＭ課程 隊務想定

第190期上曹 体力検定課目 第132期候補生 ５Ｋｍ走

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野

一
佐
）
は
平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
及
び
五

日
、
豊
川
駐
屯
地
内
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
塔
に

お
い
て
、
平
成
三
十
一
年
度
戦
闘
隊
錬
成
訓

練
を
実
施
し
た
。
こ
の
訓
練
は
連
隊
戦
闘
隊

の
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。

訓
練
は
隷
下
各
中
隊
に
所
属
す
る
四
十
五

歳
以
下
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
特
技
保
有
者
を
対
象

と
し
、
懸
垂
降
下
、
ユ
マ
ー
リ
ン
グ

及
び
吊
り
橋
等
の
山
地
や
空
路

潜
入
で
必
要
と
な
る
基
礎
技
術

を
練
成
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
「
崖
下
か
ら
の
要

救
助
者
の
救
出
」
を
想
定
と
す

る
課
目
を
実
施
し
、
今
後
の
行

動
及
び
訓
練
の
資
と
し
た
。

平
成
三
十
一
年
度
連
隊
戦
闘
隊
練
成

左
：
救
急
処
置
及
び
担
架
へ
の
固
定

上
：
崖
下
か
ら
要
救
助
者
を
引
き
揚
げ

上級特技検定【87ATM】（2.7日吉原） 技能公募予備自衛官招集訓練（2.15～19 豊川） 連隊第５次野営【LAM射撃】（2.21～24 あいば野）

連隊射撃競技会（3.13～14 高山射場） 連隊持続走競技会（3.18 豊川）＃１５召集訓練（2.8 信太山）

連隊創隊１５周年記念行事（3.31 豊川） 転入家族オリエンテーション（3.31 豊川）

（４）第３９号



か け は し（７）第３９号

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
十
三
期
一
般
陸
曹
候
補
生

入

隊

式

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長
・
藤
井
二
佐
）
は

四
月
六
日
に
大
久
保
駐
屯
地
、
四
月
八
日
に
松
山
市

民
会
館
に
お
い
て
入
隊
式
を
実
施
し
た
。

式
典
は
国
歌
斉
唱
で
開
始
さ
れ
、
申
告
に
引
き
続

き
、
宣
誓
を
実
施
。
宣
誓
で
は
、
代
表
者
の
島
村
曹

候
補
生
及
び
名
古
曹
候
補
生
に
よ
る
宣
誓
を
実
施
し

た
後
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
氏
名
を
呼
称
し
て
、

入
隊
の
決
意
を
式
場
に
響
か
せ
た
。

藤
井
大
隊
長
は
、
式
辞
で
「
教
育
の
中
で
苦
し
い

こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を

松

山

大
久
保

宣誓（島村曹候補生）答辞（清家曹候補生）

家族との懇談

宣誓（名古曹候補生）答辞（田中曹候補生）

家族との懇談

乗
り
越
え
て
ほ
し
い
。
」
と
激
励
。
ま
た
、
芝
団
長
は

祝
辞
で
、
「
仲
間
に
手
を
差
し
伸
べ
引
っ
張
れ
る
隊
員

と
な
り
、
高
く
険
し
い
壁
に
は
、
真
正
面
か
ら
挑
み
一

丸
と
な
っ
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
。
」
と
激
励

し
た
。

答
辞
で
は
、
清
家
曹
候
補
生
及
び
田
中
曹
候
補
生
が
、

「
災
害
派
遣
で
活
躍
し
て
い
る
自
衛
官
の
姿
を
見
て
、

こ
の
道
を
目
指
し
ま
し
た
。
」
と
そ
れ
ぞ
れ
入
隊
の
動

機
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
訓
練
に
対
し

そ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

式
典
後
は
、
家
族
と
の
会
食
及
び
懇
談
が
実
施
さ
れ
、

着
隊
か
ら
わ
ず
か
の
期
間
で
成
長
し
た
新
隊
員
の
姿
を

見
た
家
族
は
、
と
て
も
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。
新
隊
員

は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
家
族
に
照
れ
な
が
ら
も
自

然
と
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い
た
。

教 育 の 様 子

松

山

大
久
保

射撃予習１０ｋｍ行進体力検定（戦技）

小銃掩体の構築 ２５ｍ射撃 １０ｋｍ行進

団長祝辞

副団長祝辞


